
その先の、道へ。北海道

《位置図》

帯広建設管理部

河川事業

一級河川十勝川水系伏古別川は、平成 年 月の洪水によりに家屋浸水など多大な被害を受けました。
住宅が密集している当該計画区間の河川改修事業に着手し、河道の掘削による河積の拡大を行うとともに、排水ポンプ施設
の早期完成を目指し、帯広市北親・啓北地区などの市街地の浸水被害の防止を図ります。※排水ポンプ施設の供用開始は
を予定

伏古別川大規模特定河川事業

事業延長 ：
事業期間 ：平成 年度～令和 年度（予定）

（内大規模令和 年度～令和 年度（予定））
全体事業費：約 億円
事業内容 ：掘削工、護岸工、排水ポンプ施設など

《《事業概要》

《伏古別川標準断面図》
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《外水氾濫、内水氾濫イメージ》

《事業効果》
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《位置図》

帯広建設管理部

ダム事業

平成 年８月の台風 号による甚大な被害を踏まえ、道管理の佐幌川における治水対策として、既設ダムの有効活用を図
るダム再生事業を計画し、ダム再生ビジョンに基づく「佐幌ダム再生事業」に令和元年より着手しています。
佐幌ダムは、十勝川水系佐幌川に建設された治水ダムで、再開発工法は、「ダム堤体同軸嵩上げ」を予定しています。
事業期間は、「実施計画調査：令和元年度～令和 年度」、「建設：令和 年度～令和 年度（予定）」を計画しています。

佐幌ダム 再生事業

事業箇所 ：重力式コンクリートダム １基
事業期間 ：令和元年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円
事業内容 ：ダム再生事業

《事業概要》

《写真：平成２８年８月台風１０号による被災状況》

《ダム断面図》

堆砂容量
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ダム高
46.6m

洪水時最高水位 EL294.5m

有効貯水容量
8,000千m3

既設ダム

（堆砂容量は、100年間の堆砂を考慮し、現況堆砂位を維持。）

EL300.5m
（+2.9m）

堆砂位 EL277.5m（変更なし）

有効貯水容量
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（+1,600千m3）

洪水時最高水位 EL296.5m（+2.0m）
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総貯水容量
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《事業効果》
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